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１ 趣旨・目的  

  本市の強みである農業を中心として、商工業や観光などと連携を強め、農

産物や特産品など様々な地域資源を有効に利用し、農業の持続的発展や新た

な商品の開発、観光の振興などを通じて、地域経済の活性化を図り、まち全

体の活力を高めていくための取り組みの方向などを基本構想として取りまと

めたものである。 

 

 

２ 目指す姿 

  まち全体の活性化を図るためには、本市の基幹産業である農業を中心に商

工業や観光などの関連産業などが密接に連携することにより、地域内におい

て産業活動が循環し、経済波及効果が高く地域の経済が総合的に発展する基

盤を構築することが重要である。 

本市には、宮島沼や日本一の直線道路をはじめ、農産物・特産品、自然、

文化など様々な地域資源があり、これらの地域資源を最大限に活用し、農業

・商業・工業など、様々な産業に相乗効果が具体的に発揮されるよう配慮す

るとともに、市民はもとより、本市を訪れる多くの方々に美唄の良さを幅広

く周知し、「通過するまち」から「立ち寄ってみたいまち」にしていくこと

が求められている。 

  このため、農業、食を中心に産学官が連携を図り、市民も参画しながら様

々な視点から「食にこだわったまちづくり」の取り組みを進め、魅力ある「美

唄」を市内外に発信することが大事であり、この一環として「食の駅」を整

備することが必要である。 

 

 

３ 食にこだわったまちづくりの取り組み  

（１）基本的な考え方 

  ・ 地域の産業の強みである農業を生かし、商工業や観光などの関連産業

の連携を図るとともに、学術試験研究機関（大学・公設試験研究機関）

の指導・助言や共同研究などを通じて新たな食材の提供をはじめ、農産

物加工品などの特産品の開発、商品化、販路拡大を着実に進めていくこ

とが必要である。 
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・ また、食にこだわったまちづくりは、食の安全、安心に対する関心が

高まっている中で、子供からお年寄りまで、すべての市民が生活の基本

である「食」について、正しい知識と食を選択する能力を習得し、地産

地消を積極的に推進することにより、生涯を通じて健やかな生活を送る

とともに、地域に対する愛着を高め、豊かで潤いのある暮らしを実現す

るなど、市民の暮らしの安全・安心を高める上でも極めて重要である。 

 

（２）取り組みの基本方針 

   農業（食）を中心に、既存の特産品や加工品、様々な観光資源などの連 

携を強めていくことを基本とし、 

   ・農業と商業の結びつきによる特産品の販路拡大 

   ・農業と観光の結びつきによる魅力ある企画商品の開発 

   ・企業と学術試験研究機関との連携によるハスカップや米粉などを活用

した新しい商品づくり 

   ・地産地消の推進や消費者ニーズを踏まえた新商品の開発 

   ・観光客やアンテナショップを活用した新商品のマーケットリサーチ 

  などの視点をもとに、 

食を核として、産業間、産学官の連携を促進するほか、市民（消費者）と 

の結びつきを高め、地域経済の振興と市民生活の豊かさの向上を一体的に

進めることにより、市民が地域に愛着や誇りを持ち、農産物などの地域の

魅力を内外に発信することができるよう、地域資源を生かし、産業の内発

的な発展を通じて特産品をはじめ、様々な地域資源のブランド化を促進し

ていく。 
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   ・ 食の駅については、駐車場やトイレ、道路観光情報などを提供する

道の駅の基本機能と、食に特化したにぎわい拠点として整備すること

が必要と考えられるが、単に食の駅を整備することにとどまらず、全

市的に食にこだわったまちづくりが様々な形で展開され、その展開の

一つとして食の駅を位置づけていくことが重要である。 

     このため、既存の商店やスーパー、不特定多数の方が立ち寄る観光

施設、直売所やアンテナショップ、更には農業者や農商工連携の取り

組みの中で、食にこだわったまちづくりが先行して多様な形で進めら

れ、その成果も踏まえ、食に関する複合拠点として、食の駅が民間に

よる主体的な維持管理を基本とする施設として整備されていくことが

望ましいと考える。 

 

     また、食の駅の整備後も、食に係る取り組みを他の施設や事業所に

おいても継続的に行うことが効果的な地域経済の振興や市民生活の向

上につながることから、食の駅や他の施設・事業所との連携、更には

市民利用の促進という点に配慮しながら、食にこだわったまちづくり

が全市を挙げて総合的に展開が図られるよう努めていくことが必要で

ある。 
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〈食の駅のイメージ〉

産業の活性化

・生産者と消費者の相互理解の促進や食文化を継承する取
  り組みを継承する。

・食と健康をテーマとする地域ブランドの創出による地域
  のイメージアップと地域活性化の促進を図る。

食の駅

地域ＩＣＴ利活用モデル構築事業

道の駅の基本施設

・「食」を中心に農・商・工業、観光（交流）などが連携
  し、新しい商品の開発・販路拡大を推進する。

・駐車場、トイレ、休憩施設、道路情報の発信

・食の駅と連動し、美唄の様々な情報を市内外に発信
   し、「通過するまち」から「立ち寄ってみたいまち」
  を目指す。

・地場農産物、地域特産品、景勝、観光施設、公共施設等
  の情報を提供する。

・直売やイベント等を通じ市内外の人的交流を促進する。

地域情報の発信

人的交流の促進

地産地消の推進

地域ブランドの創出

基
本
機
能

（
道
の
駅

）

食
関
連
機
能

「食にこだわったまちづくり」の一環とし
て取り組む

「食にこだわったまちづくり」の全市的な展開

・農産物直売所、アンテナショップ
・農産物、特産品の販路拡大、ＰＲ
・加工食品の開発　など

・グリーンツーリズムの推進
・食育の推進
・地産地消の推進　など

食
を
中
心
に
、

産
業
間
（

農
商
工
）
、

産
学
官
が
連
携
し
、

市
民
も
参
画
し
て
展
開

・クリーン農業の推進
・良食味米、低減農薬野菜の生
産　など

・農作業体験などを組み込んだツアー
・地元の食材を活用した料理の提供　など

４ 「食の駅」の基本的な考え方 

（１）食の駅の基本的な機能 

   「食の駅」は、食を中心に産業間（農商工）、産学官の連携のもとに、

市民も参画して、全市的に様々な形で展開する「食にこだわったまちづく

り」の一環として取り組むこととし、「経済振興」「交流」を促進するた

め、美唄の様々な「地域情報を発信する、食を味わう、地域を学ぶ、自然

に親しむ」ことができるような機能を備えることが必要と考えられる。 
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（２）必要と考えられる施設 

①基本施設 

   「道の駅」を踏まえ次の施設を整備し、条件が整った場合には国土交通 

省に「道の駅」の登録申請をすることが必要と考えられる。 

 

 ＜主な予定施設＞ 

 

  ・駐車場 ・トイレ ・休憩施設 ・道路情報の発信施設 

 

②地域振興施設 

   道の駅に関する機能の整備に併せ、美唄市の地域振興につながる施設と 

して「食」に関する施設の整備をおこない、「食の駅」として美唄の「地 

域資源」を様々な形で市内外に向けて情報発信するとともに、販売提供す 

ることが必要と考えられる。 

 

 ＜主な予定施設＞ 

 

  ・飲食施設（食材供給施設) ・特産品・軽食販売施設・農産物直売所 

  ・農産物加工施設・情報発信施設・フリーサイト・売店等 

   ※地域 ICT 利活用構築事業と連携 

  （道路管理者との連携事業） 

   ・展望施設 

 

※地域ＩＣＴ利活用構築事業について 

地域ＩＣＴ利活用事業とは、美唄市の地域資源である農業をはじめとする産業、観光、交流等に係る郷土情報

を蓄積した「郷土情報データベース」（インターネットのポータルサイト「ＰｉＰａ（ピパ）」）を構築し、このデータベースの

活用により、本市の知名度、地域交流、業種交流、情報発信などの事業を展開し、「美唄ファン」を獲得すること

により、魅力あるまちづくりの推進を図ることを目的に行っている事業です。この事業で開発した各システムの連携

・活用により、相乗効果が期待されます。 

【想定される連携・活用例】 

○ポータルサイト「ＰｉＰａ（ピパ）」での美唄の農産物、特産品等のＰＲやネット販売管理システムの活用 

○農産物直販支援システム（ポスレジシステム）やトレーサビリティ（生産履歴登録・照会）システムの活用 など 
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５ 食の駅の整備候補地 

  通過交通量が多い国道１２号線沿いなど、市民や観光客など多くの人が訪

れることが可能な場所に整備することが望ましい。 

 

 

６ 整備手法について 

  道の駅については、新設した場合、他市の事例を見ると土地取得費用を含

め５億円程度となっている。（巻末資料参照） 

一般的に建設費が高くなると出店ブース料が割高になり、出店がしにくく

なることから、多くの関係者が低廉な料金で出店できるようにするためには、

ＦＭ（ファシリティーマネジメント）の考え方にも留意し、既存の公共的施

設を有効に活用していくことや、更には一定の集客が見込まれる施設に併設

して整備する方法も有効と考えられる。（新設と既存施設の場合を比較する

と表のとおり） 

  また、利用者の増加に併せ、段階的な整備を行うことも選択肢の一つとし

て考えられる。 

 

 ※ＦＭ（ファシリティーマネジメント） 

   施設とその環境を総括的な観点から最適に活用し、収益や公益に貢献することを目的として、企画、管理、活用を

行う経営活動のこと。 

 

区分 
初期投資 

（建設コスト） 
出店料 管理運営費 利用しやすさ 

新設 大 大 大 
自由度 

大 

既存施設 小 小 小 
既存施設の構造的な

制約を受ける 

 

 

７ 管理運営の方法 

  施設については、市と出店者・市民などからなる協議会を設け、利用者の

意向（ニーズ）や、出店者の売上げ状況などを踏まえ、利便性が高く、魅力

ある施設となるよう努めていくことが必要である。 
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８ 財源  

ハードの整備に当たっては、新設、既存施設を利用する場合のいずれであ

っても、道の地域政策総合補助金や、過疎債など償還時に交付税措置のある

有利な起債の活用を検討し、維持管理や出店が容易となるよう工夫すること

が必要である。 

 

９ 構想の推進に向けて 

（１）事業者・学術試験研究機関に期待する役割 

   この構想に基づき、食にこだわったまちづくりを推進していくためには、

農業者が商工業者や学術試験研究機関との連携の中で、安全で安心な農産

物を生産・販売するほか、農産物等を活用した加工食品の開発などに積極

的に取り組むことが必要である。 

   また、アンテナショップや物産展などに農産物や加工品を出品し販路の

拡大を図るとともに、把握した消費者ニーズを踏まえ商品の改良や新製品

の開発に結びつけていくことが必要である。 

 

（２）市民に期待する役割 

   食の安全・安心に対する関心が高まる中で、地場の農産物を活用した食

育の推進、地産地消の推進はもとより、市民一人ひとりが地元食材の良さ

をＰＲするなど、食にこだわったまちづくりに参画していくことが必要で

ある。 

 

（３）市としての対応方向 

   真に市民に親しまれ、外から来る人にとっても魅力ある食の駅としての

施設とするためには、ポータルサイト・ピパ（地域ＩＣＴ利活用モデル構

築事業）による情報提供や食のフリーマーケットの実施状況、平成２１年

度から取り組むこととしているアンテナショップ、更には地元農産物を活

用した付加価値の高い商品の開発などの成果を踏まえ、基本計画の策定に

向けて、立地場所、整備・管理運営のあり方などの点について更に総合的

に検討を深めていくことが必要である。 
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・
地
産
地
消
の
推
進

・
各
種
情
報
提
供

・
食
の
駅
に
係
る
基
本
計
画
の
策
定
　
な
ど

市
・
観
光
客
受
入
、
案
内
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）

・
地
元
食
材
を
活
用
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
の
レ
シ
ピ
提
供

・
市
民
運
動
と
し
て
の
気
運
の
醸
成

　
（
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
画
）

・
積
極
的
な
利
用
、
Ｐ
Ｒ

・
食
育
の
推
進

・
地
産
地
消
の
推
進
　
な
ど

市
民
に
期
待
さ
れ
る
役
割

（
個
人
、
団
体
、
地
域
）

市
民

官

食
に
こ
だ
わ
っ
た

ま
ち
づ
く
り

「
食
に
こ
だ
わ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
向
け
た

事
業
者
や
学
術
試
験
研
究
機
関
、
市
民
、
市
の
役
割

 


